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(57)【要約】
　本発明は、より優れた光学的異方性を示す光学異方性
フィルムの形成を可能にする光配向性共重合体、これを
用いた光学異方性フィルムおよびその製造方法に関する
。前記光配向性共重合体は、シンナメート系作用基、カ
ルコン系作用基、アゾ系作基またはクマリン系作用基の
光反応性作用基を有する光配向性繰り返し単位と、光学
異方性を増加させることができる特定構造の繰り返し単
位とを共に含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シンナメート系作用基、カルコン系作用基、アゾ系作用基またはクマリン系作用基の光
反応性作用基を有する光配向性繰り返し単位と、
　下記の化学式２の繰り返し単位と、を含む光配向性共重合体：
【化１】

　前記化学式２中、
　Ａは、それぞれ独立して、水素または炭素数１～３のアルキルであり、
　ＢおよびＢ’は、それぞれ独立して、カルボニル、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ－、－ＯＣ（＝Ｏ）
－、－Ｏ－または－Ｓ－を表し、
　Ｌは、単一結合、または置換もしくは非置換の炭素数１～２０のアルキレンであり、
　Ｓ１は、カルボニル、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ－、－ＯＣ（＝Ｏ）－、－Ｏ－または－Ｓ－を表
し、
　Ｒ１は、水素、置換もしくは非置換の炭素数１～２０のアルキル、または置換もしくは
非置換の炭素数６～１５のアリールである。
【請求項２】
　前記光反応性作用基は、下記の化学式１ａのシンナメート系作用基、下記の化学式１ｂ
のクマリン系作用基、下記の化学式１ｃのアゾ系作用基および下記の化学式１ｄのカルコ
ン系作用基からなる群より選択される１種以上の作用基である、請求項１に記載の光配向
性共重合体：
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【化２】

　前記化学式１ａ～１ｄ中、
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　ｎ１は、０～４の整数であり、ｎ２は、０～５の整数であり、
　Ｂは、単純結合；置換もしくは非置換の炭素数１～２０のアルキレン；カルボニル；カ
ルボキシ；エステル；置換もしくは非置換の炭素数１～１０のアルコキシレン；置換もし
くは非置換の炭素数６～４０のアリーレン；および置換もしくは非置換の炭素数６～４０
のヘテロアリーレンからなる群より選択され、
　Ｅは、単純結合；－Ｏ－；置換もしくは非置換の炭素数１～２０のアルキレン；または
置換もしくは非置換の炭素数６～４０のアリーレンオキシドであり、
　Ｘは、酸素または硫黄であり、
　ＹおよびＺは、それぞれ独立して、水素；または置換もしくは非置換の炭素数１～２０
のアルキルであり、
　Ｐは、単純結合；置換もしくは非置換の炭素数１～２０のアルキレン；カルボニル；置
換もしくは非置換の炭素数２～２０のアルケニレン；置換もしくは非置換の炭素数３～１
２のシクロアルキレン；置換もしくは非置換の炭素数６～４０のアリーレン；置換もしく
は非置換の炭素数７～１５のアラルキレン；置換もしくは非置換の炭素数２～２０のアル
キニレン；および置換もしくは非置換の炭素数４～８のシクロアルキレンからなる群より
選択され、
　Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３およびＲ１４は、互いに同一または異なり、それぞれ
独立して、水素；ハロゲン；置換もしくは非置換の炭素数１～２０のアルキル；置換もし
くは非置換の炭素数４～８のシクロアルキル；置換もしくは非置換の炭素数１～２０のア
ルコキシ；置換もしくは非置換の炭素数６～３０のアリールオキシ；置換もしくは非置換
の炭素数６～４０のアリール；１４族、１５族または１６族のヘテロ元素を含む炭素数６
～４０のヘテロアリール；置換もしくは非置換の炭素数６～４０のアルコキシアリール；
シアノ；ニトリル；ニトロ；およびヒドロキシからなる群より選択され、
　Ｒ１５は、１個または２個の置換基であって、それぞれ独立して、水素；ハロゲン；シ
アノ；置換もしくは非置換の炭素数１～２０のアルキル；置換もしくは非置換の炭素数１
～２０のアルコキシ；置換もしくは非置換の炭素数６～３０のアリールオキシ；置換もし
くは非置換の炭素数６～４０のアリール；１４族、１５族または１６族のヘテロ元素を含
む炭素数６～４０のヘテロアリール；および置換もしくは非置換の炭素数６～４０のアル
コキシアリールからなる群より選択される。
【請求項３】
　前記光配向性繰り返し単位は、下記の化学式１の繰り返し単位を含む、請求項２に記載
の光配向性共重合体：
【化３】

　前記化学式１中、
　Ａは、それぞれ独立して、水素または炭素数１～３のアルキルであり、
　Ｌ’は、単一結合、カルボニル、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ－、－ＯＣ（＝Ｏ）－、－Ｏ－、－Ｓ
－、置換もしくは非置換の炭素数１～２０のアルキレンおよび置換もしくは非置換の炭素
数６～４０のアリーレンからなる群より選択された二価連結基の一つ以上が組み合わされ
たスペーサ基であり、
　Ｗは、前記化学式１ａ～１ｄからなる群より選択された光反応性作用基である。
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【請求項４】
　前記Ｌ’のスペーサ基は、単一結合またはカルボニル、置換もしくは非置換の炭素数１
～２０のアルキレン、および置換もしくは非置換の炭素数６～４０のアリーレンが－Ｏ－
を媒介として順次連結された構造を有する、請求項３に記載の光配向性共重合体。
【請求項５】
　前記化学式２中、Ｂは、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ－であり、Ｌは、置換もしくは非置換の炭素数
１～２０のアルキレンであり、Ｂ’は、－Ｏ－である、請求項１に記載の光配向性共重合
体。
【請求項６】
　前記Ｓ１は、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ－であり、Ｒ１は、置換もしくは非置換の炭素数１～２０
のアルキルである、請求項１に記載の光配向性共重合体。
【請求項７】
　前記Ｌ’のスペーサ基に含まれている炭素数６～４０のアリーレンは、炭素数１～６の
アルキル、炭素数１～６のハロゲン化アルキル、ハロゲン、炭素数１～６のアルコキシ、
炭素数１～６のハロゲン化アルコキシ、炭素数１～６のアルキルエステル、炭素数１～６
のハロゲン化アルキルエステル、炭素数１～６のアルキレートおよび炭素数１～６のハロ
ゲン化アルキレートからなる群より選択された一つ以上の作用基で置換されたものである
、請求項４に記載の光配向性共重合体。
【請求項８】
　前記光配向性繰り返し単位：化学式２の繰り返し単位＝１０：９０～９９：１のモル比
に含む、請求項１に記載の光配向性共重合体。
【請求項９】
　２０，０００～１，０００，０００の重量平均分子量を有する、請求項１に記載の光配
向性共重合体。
【請求項１０】
　請求項１に記載の光配向性共重合体を含む光学異方性フィルム形成用組成物。
【請求項１１】
　反応性メソゲンをさらに含む、請求項１０に記載の光学異方性フィルム形成用組成物。
【請求項１２】
　反応性メソゲンは、下記の化学式３または４の化合物を含む、請求項１１に記載の光学
異方性フィルム形成用組成物：
【化４】

　前記化学式３および４中、
　Ｌ１、Ｌ２は、それぞれ独立して、水素、ハロゲン、置換もしくは非置換の炭素数１～
２０のアルキル、置換もしくは非置換の炭素数１～８のアルキルエステル、置換もしくは
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非置換の炭素数１～８のアルキルエーテル、および置換もしくは非置換の炭素数１～８の
アルキルケトンからなる群より選択され、
　Ｂ１、Ｂ２は、それぞれ独立して、置換もしくは非置換の炭素数６～２０のアリーレン
、または置換もしくは非置換の炭素数４～８のシクロアルキレンであり、
　Ｒ１、Ｒ２は、それぞれ独立して、（メト）アクリル基またはエポキシ基であり、
　Ｘ１は、フッ素置換もしくは非置換の炭素数１～７のアルキル、フッ素置換もしくは非
置換の炭素数１～７のアルコキシ、フッ素置換もしくは非置換の炭素数２～７のアルケニ
ル、フッ素置換もしくは非置換の炭素数２～７のアルケニルオキシ、およびフッ素置換も
しくは非置換の炭素数１～７のアルコキシアルキルからなる群より選択され、
　Ｚ１、Ｚ２、Ｚ３、Ｚ４は、それぞれ独立して、単純結合、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＣＯＯ
－、－ＯＣＯ－または－ＯＣ（Ｏ）Ｏ－である。
【請求項１３】
　光硬化可能なバインダーをさらに含む、請求項１０に記載の光学異方性フィルム形成用
組成物。
【請求項１４】
　光硬化可能なバインダーは、ペンタエリトリトールトリアクリレート（ｐｅｎｔａｅｒ
ｙｔｈｒｉｔｏｌ　ｔｒｉａｃｒｙｌａｔｅ）、トリ（２－アクリロイルオキシエチル）
イソシアヌレート（ｔｒｉｓ（２－ａｃｒｙｌｏｌｙｌｏｘｙｅｔｈｙｌ）ｉｓｏｃｙｎ
ｕｒａｔｅ）、トリメチロールプロパントリアクリレート（ｔｒｉｍｅｔｈｙｌｏｌｐｒ
ｏｐａｎｅ　ｔｒｉａｃｒｙｌａｔｅ）およびジペンタエリトリトールヘキサアクリレー
ト（ｄｉｐｅｎｔａｅｒｙｔｈｒｉｔｏｌ　ｈｅｘａａｃｒｙｌａｔｅ）からなる群より
選択された１種以上の多官能（メタ）アクリレート系化合物を含む、請求項１３に記載の
光学異方性フィルム形成用組成物。
【請求項１５】
　ＵＶ硬化を開始する光開始剤をさらに含む、請求項１０に記載の光学異方性フィルム形
成用組成物。
【請求項１６】
　組成物の総固形分重量に対して、光配向性共重合体の１～５０重量％、反応性メソゲン
の１０～９０重量％、光硬化可能なバインダーの１～５０重量％、および光開始剤０．１
～５重量％を含む、請求項１０に記載の光学異方性フィルム形成用組成物。
【請求項１７】
　有機溶媒をさらに含む、請求項１０に記載の光学異方性フィルム形成用組成物。
【請求項１８】
　請求項１０～１７のいずれか一項に記載の組成物にＵＶ偏光を照射して光配向性共重合
体に結合された光反応性作用基の少なくとも一部を光配向させる段階；および
　少なくとも一部の光反応性作用基が光配向された組成物を熱処理して光学異方性を増加
させる段階を含む光学異方性フィルムの製造方法。
【請求項１９】
　熱処理段階後、前記光学異方性が増加した組成物に含まれている反応性メソゲンまたは
光硬化可能なバインダーを光硬化する段階をさらに含む、請求項１８に記載の光学異方性
フィルムの製造方法。
【請求項２０】
　反応性メソゲンは、前記光配向性共重合体の光配向された光反応性作用基により液晶配
向される、請求項１９に記載の光学異方性フィルムの製造方法。
【請求項２１】
　基材上に形成された請求項１０～１７のいずれか一項に記載の組成物の硬化物を含む光
学異方性フィルム。
【請求項２２】
　前記硬化物の単一層を含む、請求項２１に記載の光学異方性フィルム。
【請求項２３】
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　前記硬化物は、少なくとも一部の光反応性作用基が光配向された光配向性共重合体と、
前記光配向された光反応性作用基により液晶配向された反応性メソゲンの硬化物と、（メ
タ）アクリレート系架橋重合体を含むバインダー樹脂とを含む、請求項２１に記載の光学
異方性フィルム。
【請求項２４】
　液晶配向フィルム、光学フィルター、位相差フィルム、偏光子または偏光発光体の機能
を有する、請求項２１に記載の光学異方性フィルム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光配向性共重合体、これを用いた光学異方性フィルムおよびその製造方法に
関する。より具体的に、本発明は、より優れた光学的異方性を示す光学異方性フィルムの
形成を可能にする光配向性共重合体、これを含む光学異方性フィルム形成用組成物、これ
を用いた光学異方性フィルムおよび製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、液晶ディスプレイの大型化に伴ってモバイルフォンやノートパソコンなどの個人
用から漸次に壁掛けＴＶなどの家庭用へ用途が拡張することによって、液晶ディスプレイ
に対しては高画質、高品位化および広視野角が要求されている。特に薄膜トランジスター
により駆動される薄膜トランジスター液晶ディスプレイ（ＴＦＴ－ＬＣＤ）は、個々の画
素を独立的に駆動させるため、液晶の応答速度が非常に優れて高画質の動画を具現するこ
とができ、漸次に応用範囲が拡張している。
【０００３】
　このようなＴＦＴ－ＬＣＤで液晶が光スイッチとして用いられるためには、ディスプレ
イセルの最内側の薄膜トランジスタが形成された層の上に液晶が一定の方向に初期配向さ
れなければならず、そのために配向膜が用いられている。特に、最近は、ＵＶのような光
により液晶配向層を配向させる光配向方法の適用が幅広く検討されている。
【０００４】
　通常、このような光配向のためには、液晶層下部に光配向性重合体を含む配向層を形成
し、このような配向層に線偏光されたＵＶを照射して光反応を起こす。その結果、光配向
性重合体の主鎖が一定の方向に配列するようになる光配向が起こり、このように光配向さ
れた配向層の影響で上部層に含まれている液晶が配向される。
【０００５】
しかし、以前に知られた液晶配向層の場合、光学的異方性や液晶配向性などが充分でない
場合が多かった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　そこで、本発明は、より優れた光学異方性を示す光学異方性フィルムの形成を可能にす
る光配向性共重合体を提供することにその目的がある。
　また、本発明は、前記光配向性共重合体を含むことによって、別途の液晶層を形成する
必要なしに、優れた光学的異方性を示すフィルムなどの提供を可能にする光学異方性フィ
ルム形成用組成物を提供することにその目的がある。
【０００７】
　本発明はまた、前記組成物を用いて形成される光学異方性フィルムおよび製造方法を提
供することにその目的がある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、シンナメート系作用基、カルコン系作用基、アゾ系作用基またはクマリン系
作用基の光反応性作用基を有する光配向性繰り返し単位と、下記の化学式２の繰り返し単
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位と、を含む光配向性共重合体を提供する：
【０００９】
【化１】

【００１０】
　前記化学式２中、
　Ａは、それぞれ独立して、水素または炭素数１～３のアルキルであり、
　ＢおよびＢ’は、それぞれ独立して、カルボニル、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ－、－ＯＣ（＝Ｏ）
－、－Ｏ－または－Ｓ－を表し、
　Ｌは、単一結合、または置換もしくは非置換の炭素数１～２０のアルキレンであり、
　Ｓ１は、カルボニル、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ－、－ＯＣ（＝Ｏ）－、－Ｏ－または－Ｓ－を表
し、
　Ｒ１は、水素、置換もしくは非置換の炭素数１～２０のアルキル、または置換もしくは
非置換の炭素数６～１５のアリールである。
【００１１】
　本発明はまた、前記光配向性共重合体を含む光学異方性フィルム形成用組成物を提供す
る。このような組成物は、反応性メソゲンをさらに含むことができ、光硬化可能なバイン
ダーおよび光開始剤をさらに含むこともできる。
【００１２】
　また、本発明は、前記光学異方性フィルム形成用組成物にＵＶ偏光を照射して光配向性
共重合体に結合された光反応性作用基の少なくとも一部を光配向させる段階；および少な
くとも一部の光反応性作用基が光配向された組成物を熱処理して光学異方性を増加させる
段階を含む光学異方性フィルムの製造方法を提供する。
【００１３】
　本発明はまた、前記光学異方性フィルム形成用組成物の硬化物を含む光学異方性フィル
ムを提供する。
【００１４】
　このような光学異方性フィルムは、液晶表示素子のような各種光学素子などに適用可能
な液晶配向フィルム、光学フィルター、位相差フィルム、偏光子または偏光発光体として
の機能を有することができる。
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【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、化学式２の繰り返し単位などにより光学的異方性が増強してより優れ
た光学的異方性を示す光学異方性フィルムの提供を可能にする新規な光配向性共重合体が
提供され得る。
【００１６】
　また、このような光配向性共重合体と共に、選択的に反応性メソゲンを用いる場合、液
晶層などを別途形成する必要なしに、単純化した工程で優れた液晶配向性および光学的異
方性を示す光学異方性フィルムなどを提供できるようになる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】図１は、製造例４で得られた光配向性繰り返し単位を得るためのモノマー化合物
のＮＭＲデータを示す。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、発明の実施形態に係る光配向性共重合体、これを用いた光学異方性フィルムおよ
びその製造方法などについて説明する。
【００１９】
　本明細書で使用される種々の用語は特別に別の意味が説明されない限り、次のような意
味と定義され得る。
【００２０】
　ある物質、重合体または作用基などが「光配向性」または「光反応性」を示すことがで
きるということは、直線偏光、例えば、線偏光されたＵＶを照射する場合、当該物質、重
合体または作用基（光反応性作用基）などが偏光方向に応じた所定方向に展開または配列
可能であり、液晶化合物の整列または配向を誘発し得ることを意味する。
【００２１】
　「反応性メソゲン（ｒｅａｃｔｉｖｅ　ｍｅｓｏｇｅｎ、ＲＭ）」とは、分子中に重合
、架橋または硬化可能な不飽和基を含んでＵＶ照射など光照射により重合、架橋または硬
化可能であり、一つ以上のメソゲン基を含み、液晶相挙動を示す物質を称すことができる
。前記メソゲン基は以前から知られた液晶化合物に含まれる任意のメソゲン系作用基にな
ることができ、その範囲および種類は当業者に広く知られている。
【００２２】
　「（光）硬化物」または「（光）硬化」されたということは、化学構造中に硬化または
架橋可能な不飽和基を有する構成成分が全部硬化、架橋または重合された場合だけでなく
、その一部が硬化、架橋または重合された場合まで包括することができる。
【００２３】
　光学異方性フィルム形成用組成物またはその硬化物が「単一層」で形成されたというこ
とは、前記組成物と同種の構成成分を含む他の層が基材上に存在しないことを称すことが
できる。例えば、光配向性（共）重合体および反応性メソゲンなどの液晶化合物を含む組
成物またはその硬化物が「単一層」で形成されたいうことは、同種の光配向性物質または
液晶性物質（反応性メソゲンまたはその他液晶性物質）を含む他の層が基材上に存在せず
、当該単一層内にだけ当該光配向性（共）重合体および反応性メソゲンなどの液晶化合物
が含まれることを意味し得る。ただし、基材上に異種の構成成分を含む他の層が存在し得
るのはもちろんである。
【００２４】
　一方、発明の一実施形態によれば、シンナメート系作用基、カルコン系作用基、アゾ系
作用基またはクマリン系作用基の光反応性作用基を有する光配向性繰り返し単位と、
　下記の化学式２の繰り返し単位と、を含む光配向性共重合体が提供される：
【００２５】
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【化２】

【００２６】
　前記化学式２中、
　Ａは、それぞれ独立して、水素または炭素数１～３のアルキルであり、
　ＢおよびＢ’は、それぞれ独立して、カルボニル、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ－、－ＯＣ（＝Ｏ）
－、－Ｏ－または－Ｓ－を表し、
　Ｌは、単一結合、または置換もしくは非置換の炭素数１～２０のアルキレンであり、
　Ｓ１は、カルボニル、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ－、－ＯＣ（＝Ｏ）－、－Ｏ－または－Ｓ－を表
し、
　Ｒ１は、水素、置換もしくは非置換の炭素数１～２０のアルキル、または置換もしくは
非置換の炭素数６～１５のアリールである。
【００２７】
　前記一実施形態の光配向性共重合体は、シンナメート系作用基など所定の光反応性作用
基が末端に結合された光配向性繰り返し単位と、フェニレン基を含む液晶性作用基が末端
に結合された化学式２の繰り返し単位とを共に含む構造を有するものである。
【００２８】
　このような光配向性共重合体は、前記光配向性繰り返し単位が優れた光反応性を示すも
のと知られたシンナメート系作用基など所定の光反応性作用基を含むことによって、線偏
光されたＵＶに対して優れた光反応性および光配向性を示すことができる。
【００２９】
　これに加えて、前記光配向性共重合体において、化学式２の繰り返し単位に含まれてい
る液晶性作用基は、熱を加えれば前記光反応または光配向された光反応性作用基と相互作
用して光学的異方性を大きく増加させることができると確認された。その結果、前記光配
向性共重合体を用いた液晶の配向がより円滑に起こるようにできる。
【００３０】
　したがって、一実施形態の光配向性共重合体を用い、線偏光されたＵＶ照射後に熱処理
する方法により光学異方性フィルムを形成する場合、光配向性および光学的異方性が以前
に知られたものより大きく向上した光学異方性フィルムの形成が可能になる。また、この
ような光学異方性フィルムを用いてより向上した液晶配向性が示されるようにできる。
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【００３１】
　付加して、以下でより詳細に説明するが、一実施形態の光配向性共重合体と、反応性メ
ソゲンを混合して組成物を形成し、これを用いて光学異方性フィルムを形成する場合、前
記光配向性共重合体の光配向および光学的異方性の増加が起こりながら、このように光配
向された共重合体の影響で反応性メソゲンが液晶配向され得ることが確認された。したが
って、一実施形態の光配向性共重合体と共に反応性メソゲンを含む組成物などを用いる場
合、別途の配向層および液晶層の２層を形成することなく、光配向を用いた液晶配向を行
うことができる。
【００３２】
　したがって、一実施形態の共重合体を用いれば、より優れた光学的異方性を示す光学異
方性フィルムの形成が可能になり、ひいては、別途の液晶層などを形成する必要なしに単
純化した工程で優れた液晶配向性および光学的異方性を示すフィルムなどを提供できるよ
うになる。
【００３３】
　一方、前記一実施形態の光配向性共重合体において、前記光反応性作用基は、下記の化
学式１ａのシンナメート系作用基、下記の化学式１ｂのクマリン系作用基、下記の化学式
１ｃのアゾ系作用基および下記の化学式１ｄのカルコン系作用基からなる群より選択され
る１種以上の作用基になることができる：
【００３４】
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【化３】

【００３５】
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　前記化学式１ａ～１ｄ中、
　ｎ１は、０～４の整数であり、ｎ２は、０～５の整数であり、
　Ｂは、単純結合；置換もしくは非置換の炭素数１～２０のアルキレン；カルボニル；カ
ルボキシ；エステル；置換もしくは非置換の炭素数１～１０のアルコキシレン；置換もし
くは非置換の炭素数６～４０のアリーレン；および置換もしくは非置換の炭素数６～４０
のヘテロアリーレンからなる群より選択され、
　Ｅは、単純結合；－Ｏ－；置換もしくは非置換の炭素数１～２０のアルキレン；または
置換もしくは非置換の炭素数６～４０のアリーレンオキシドであり、
　Ｘは、酸素または硫黄であり、
　ＹおよびＺは、それぞれ独立して、水素；または置換もしくは非置換の炭素数１～２０
のアルキルであり、
　Ｐは、単純結合；置換もしくは非置換の炭素数１～２０のアルキレン；カルボニル；置
換もしくは非置換の炭素数２～２０のアルケニレン；置換もしくは非置換の炭素数３～１
２のシクロアルキレン；置換もしくは非置換の炭素数６～４０のアリーレン；置換もしく
は非置換の炭素数７～１５のアラルキレン；置換もしくは非置換の炭素数２～２０のアル
キニレン；および置換もしくは非置換の炭素数４～８のシクロアルキレンからなる群より
選択され、
　Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３およびＲ１４は、互いに同一または異なり、それぞれ
独立して、水素；ハロゲン；置換もしくは非置換の炭素数１～２０のアルキル；置換もし
くは非置換の炭素数４～８のシクロアルキル；置換もしくは非置換の炭素数１～２０のア
ルコキシ；置換もしくは非置換の炭素数６～３０のアリールオキシ；置換もしくは非置換
の炭素数６～４０のアリール；１４族、１５族または１６族のヘテロ元素を含む炭素数６
～４０のヘテロアリール；置換もしくは非置換の炭素数６～４０のアルコキシアリール；
シアノ；ニトリル；ニトロ；およびヒドロキシからなる群より選択され、
　Ｒ１５は、１個または２個の置換基であって、それぞれ独立して、水素；ハロゲン；シ
アノ；置換もしくは非置換の炭素数１～２０のアルキル；置換もしくは非置換の炭素数１
～２０のアルコキシ；置換もしくは非置換の炭素数６～３０のアリールオキシ；置換もし
くは非置換の炭素数６～４０のアリール；１４族、１５族または１６族のヘテロ元素を含
む炭素数６～４０のヘテロアリール；および置換もしくは非置換の炭素数６～４０のアル
コキシアリールからなる群より選択される。
【００３６】
　前記光反応性作用基が前記化学式１ａ～１ｄより選択される特定の構造を有することに
よって、前記光配向性繰り返し単位およびこれを含む光配向性共重合体の光反応性や光配
向性がより向上することができる。
【００３７】
　より具体的に、上述した化学式１ａ～１ｄより選択される特定の光反応性作用基を有す
る光配向性繰り返し単位は、下記の化学式１の繰り返し単位を含むことができる：
【００３８】
【化４】

【００３９】
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　前記化学式１中、
　Ａは、それぞれ独立して、水素または炭素数１～３のアルキルであり、
　Ｌ’は、単一結合、カルボニル、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ－、－ＯＣ（＝Ｏ）－、－Ｏ－、－Ｓ
－、置換もしくは非置換の炭素数１～２０のアルキレンおよび置換もしくは非置換の炭素
数６～４０のアリーレンからなる群より選択された二価連結基の一つ以上が組み合わされ
たスペーサ基であり、
　Ｗは、前記化学式１ａ～１ｄからなる群より選択された光反応性作用基である。
【００４０】
　前記化学式１の光配向性繰り返し単位では、既述したシンナメート系作用基など所定の
光反応性作用基が所定のスペーサ基を媒介として末端に結合された構造を有する。これに
よって、このような光配向性繰り返し単位は、例えば、化学式２の繰り返し単位のような
互いに隣接した異なる繰り返し単位や異なる作用基などの妨害を受けずに前記光反応性作
用基がより円滑に光反応を起こすことができる。その結果、これを含む一実施形態の光配
向性共重合体は、優れた光反応性、光反応速度および光配向性を示すことができ、これを
用いてより向上した光学的異方性を示す光学異方性フィルムの形成が可能になる。
【００４１】
　一方、前記化学式１の繰り返し単位において、前記Ｌ’のスペーサ基は、単一結合また
はカルボニル、置換もしくは非置換の炭素数１～２０のアルキレン、および置換もしくは
非置換の炭素数６～４０のアリーレンが－Ｏ－を媒介として順次連結された構造を有する
ことができる。より具体的に、前記Ｌ’のスペーサ基は、「（単一結合またはカルボニル
）－Ｏ－（置換もしくは非置換の炭素数１～２０のアルキレン）－Ｏ－（置換もしくは非
置換の炭素数６～４０のアリーレン）－」の連結構造を有することができる。
【００４２】
　このようなスペーサ基の連結構造によって、前記スペーサ基の末端に結合された光反応
性作用基がより円滑に光反応を起こすことができ、前記光配向性共重合体がより向上した
光反応性、光反応速度および光配向性を示すことができる。
【００４３】
　また、前記化学式１のスペーサ基に含まれている「置換もしくは非置換の炭素数６～４
０のアリーレン」は、非置換された炭素数６～４０のアリーレン、例えば、フェニレンに
なることもできるが、このようなアリーレンに一つ以上の他の作用基が置換されることも
できる。この時、置換可能な作用基の例としては、炭素数１～６のアルキル、炭素数１～
６のハロゲン（例えば、フッ素）化アルキル、ハロゲン（例えば、フッ素）、炭素数１～
６のアルコキシ、炭素数１～６のハロゲン（例えば、フッ素）化アルコキシ、炭素数１～
６のアルキルエステル、炭素数１～６のハロゲン（例えば、フッ素）化アルキルエステル
、炭素数１～６のアルキレートまたは炭素数１～６のハロゲン（例えば、フッ素）化アル
キレートなどが挙げられ、これらの中で選択された２種以上が共に置換されることもでき
ることはもちろんである。
【００４４】
　特に、フッ素などのハロゲンを含む作用基が置換されることによって、前記一実施形態
の光配向性共重合体がより優れた光反応性および光配向性を示すことができる。
【００４５】
　また、一実施形態の光配向性共重合体の化学式１の光配向性繰り返し単位において、前
記１４族、１５族または１６族のヘテロ元素が含まれている炭素数６～４０のヘテロアリ
ール、または炭素数６～４０のアリールは、下記の作用基からなる群より選択された１種
以上になることができるが、これに限定されない：
【００４６】
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【化５】

【００４７】
　前記化学式中、Ｒ’１０、Ｒ’１１、Ｒ’１２、Ｒ’１３、Ｒ’１４、Ｒ’１５、Ｒ’

１６、Ｒ’１７、およびＲ’１８のうちの少なくとも一つは、置換もしくは非置換の炭素
数１～２０のアルコキシであるか、または置換もしくは非置換の炭素数６～３０のアリー
ルオキシであり、残りは、互いに同一でも異なっていてもよく、それぞれ独立して、水素
、置換もしくは非置換の炭素数１～２０のアルキル、置換もしくは非置換の炭素数１～２
０のアルコキシ、置換もしくは非置換の炭素数６～３０のアリールオキシ、または置換も
しくは非置換の炭素数６～４０のアリールである。
【００４８】
　一方、上述した一実施形態の光配向性共重合体において、前記化学式２の繰り返し単位
のスペーサ基は、Ｂは、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ－であり、Ｌは、置換もしくは非置換の炭素数１
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～２０のアルキレンであり、Ｂ’は、－Ｏ－である構造を有することができる。より具体
的に、前記－Ｂ－Ｌ－Ｂ’－のスペーサ基は、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ－、置換もしくは非置換の
炭素数１～２０のアルキレン、そして－Ｏ－が順次連結された構造を有することができる
。具体的な一例において、前記スペーサ基は、「－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ－（置換もしくは非置換
の炭素数１～２０のアルキレン）－Ｏ－」の連結構造を有することができる。
【００４９】
　このようなスペーサ基の連結構造によって、前記スペーサ基の末端に結合された液晶性
作用基が光反応性作用基の光反応を阻害しないながらも、熱を加えれば前記光反応または
光配向された光反応性作用基とより円滑に相互作用して光学的異方性をより大きく増加さ
せることができる。
【００５０】
　そして、前記化学式２の繰り返し単位において、前記フェニレンに結合されたＳ１は、
－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ－であり、Ｒ１は、置換もしくは非置換の炭素数１～２０のアルキルにな
ることがより適切である。このような作用基が液晶性作用基の末端に結合されることによ
って、前記液晶性作用基が熱を加えれば前記光反応または光配向された光反応性作用基と
より円滑に相互作用して光学的異方性をより大きく増加させることができる。
　上述した光配向性共重合体は、光配向性繰り返し単位および化学式２の繰り返し単位を
それぞれ１種ずつだけ含むこともできるが、これらの繰り返し単位をそれぞれ２種以上含
むこともでき、上述した各繰り返し単位以外に光配向性高分子に含むことが可能であると
知られた他の繰り返し単位をさらに含むこともできる。
【００５１】
　ただし、前記光配向性共重合体がより優れた光学的異方性を示すフィルムなどを提供す
ることができるように、前記光配向性共重合体は、光配向性繰り返し単位および化学式２
の繰り返し単位を合わせて全体共重合体の約５０モル％以上、あるいは約７０モル％以上
、あるいは約８０モル％以上、あるいは約９０モル％以上含むことができる。また、前記
光配向性共重合体は、前記光配向性繰り返し単位および化学式２の繰り返し単位を前記光
配向性繰り返し単位：化学式２の繰り返し単位＝約１０：９０～９９：１のモル比、ある
いは約３０：７０～９０：１０のモル比、あるいは約５０：５０～８０：２０のモル比で
含むことができる。これによって、前記光配向性共重合体がより優れた光反応性および光
配向性を示しながらも、化学式２の繰り返し単位の作用により前記共重合体およびこれを
含むフィルムなどの光学的異方性がより効果的に増強され得る。
【００５２】
　また、前記光配向性共重合体の優れた光反応性、光配向性および基材に対する塗布性な
どを考慮して、前記光配向性共重合体は、約２０，０００～１，０００，０００、あるい
は約５０，０００～７００，０００、あるいは約１００，０００～５００，０００の重量
平均分子量を有することができる。
【００５３】
　一方、上述した光配向性共重合体の構造および後述する反応性メソゲンの構造などを説
明する本明細書全体において、各置換基は次のとおり定義され得る：
【００５４】
　まず、「アルキル」は、１～２０個、好ましくは１～１０個、より好ましくは１～６個
の炭素原子の線状または分岐状の飽和一価炭化水素部位を意味する。アルキル基は、非置
換されたものだけでなく、後述する一定の置換基によりさらに置換されたものも包括して
称すことができる。アルキル基の例として、メチル、エチル、プロピル、２－プロピル、
ｎ－ブチル、イソ－ブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、ペンチル、ヘキシル、ドデシル、フルオ
ロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、クロロメチル、ジクロロメチル、ト
リクロロメチル、ヨードメチル、ブロモメチルなどが挙げられる。
【００５５】
　「アルケニル」は、１以上の炭素－炭素二重結合を含む２～２０個、好ましくは２～１
０個、より好ましくは２～６個の炭素原子の線状または分岐状の一価炭化水素部位を意味
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する。アルケニル基は、炭素－炭素二重結合を含む炭素原子を通じて、または飽和された
炭素原子を通じて結合され得る。アルケニル基は、非置換されたものだけでなく、後述す
る一定の置換基によりさらに置換されたものも包括して称すことができる。アルケニル基
の例として、エテニル、１－プロフェニル、２－プロフェニル、２－ブテニル、３－ブテ
ニル、ペンテニル、５－ヘキセニル、ドデセニルなどが挙げられる。
【００５６】
　「シクロアルキル」は、３～１２個の環炭素の飽和または不飽和の非芳香族一価モノシ
クリック、バイシクリックまたはトリシクリック炭化水素部位を意味し、後述する一定の
置換基によりさらに置換されたものも包括して称すことができる。例えば、シクロプロピ
ル、シクロブチル、シクロペンチル、シクロペンテニル、シクロヘキシル、シクロヘキセ
ニル、シクロヘプチル、シクロオクチル、デカヒドロナフタレニル、アダマンチル、ノル
ボルニル（つまり、バイシクロ［２，２，１］ヘプト－５－エニル）などが挙げられる。
【００５７】
　「アリール」は、６～４０個、好ましくは６～１２個の環原子を有する一価モノシクリ
ック、バイシクリックまたはトリシクリック芳香族炭化水素部位を意味し、後述する一定
の置換基によりさらに置換されたものも包括して称すことができる。アリール基の例とし
て、フェニル、ナフタレニルおよびフルオレニルなどが挙げられる。
【００５８】
　「アルコキシアリール」は、前記定義されたアリール基の水素原子１個以上がアルコキ
シ基で置換されているものを意味する。アルコキシアリール基の例として、メトキシフェ
ニル、エトキシフェニル、プロポキシフェニル、ブトキシフェニル、ペントキシフェニル
、ヘキトキシフェニル、ヘプトキシ、オキトキシ、ナノキシ、メトキシビフェニル、メト
キシナフタレニル、メトキシフルオレニルあるいはメトキシアントラセニルなどが挙げら
れる。
【００５９】
　「アラルキル」は、前記定義されたアルキル基の水素原子１個以上がアリール基で置換
されているものを意味し、後述する一定の置換基によりさらに置換されたものも包括して
称すことができる。例えば、ベンジル、ベンズヒドリルおよびトリチルなどが挙げられる
。
【００６０】
　「アルキニル」は、１以上の炭素－炭素三重結合を含む２～２０個の炭素原子、好まし
くは２～１０個、より好ましくは２～６個の線状または分岐状の一価炭化水素部位を意味
する。アルキニル基は、炭素－炭素三重結合を含む炭素原子を通じて、または飽和された
炭素原子を通じて結合され得る。アルキニル基は、後述する一定の置換基によりさらに置
換されたものも包括して称すことができる。例えば、エチニルおよびプロピニルなどが挙
げられる。
【００６１】
　「アルキレン」は、１～２０個、好ましくは１～１０個、より好ましくは１～６個の炭
素原子の線状または分岐状の飽和された二価炭化水素部位を意味する。アルキレン基は、
後述する一定の置換基によりさらに置換されたものも包括して称すことができる。アルキ
レン基の例として、メチレン、エチレン、プロピレン、ブチレン、へキシレンなどが挙げ
られる。
【００６２】
　「アルケニレン」は、１以上の炭素－炭素二重結合を含む２～２０個、好ましくは２～
１０個、より好ましくは２～６個の炭素原子の線状または分岐状の二価炭化水素部位を意
味する。アルケニレン基は、炭素－炭素二重結合を含む炭素原子を通じて、および／また
は飽和された炭素原子を通じて結合され得る。アルケニレン基は、後述する一定の置換基
によりさらに置換されたものも包括して称すことができる。
【００６３】
　「シクロアルキレン」は、３～１２個の環炭素の飽和または不飽和の非芳香族二価モノ
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シクリック、バイシクリックまたはトリシクリック炭化水素部位を意味し、後述する一定
の置換基によりさらに置換されたものも包括して称すことができる。例えば、シクロプロ
ピレン、シクロブチレンなどが挙げられる。
【００６４】
　「アリーレン」は、６～２０個、好ましくは６～１２個の環原子を有する二価モノシク
リック、バイシクリックまたはトリシクリック芳香族炭化水素部位を意味し、後述する一
定の置換基によりさらに置換されたものも包括して称すことができる。芳香族部分は炭素
原子だけを含む。アリーレン基の例としてはフェニレンなどが挙げられる。
【００６５】
　「アラルキレン」は、前記定義されたアルキル基の水素原子１個以上がアリール基で置
換されている二価部位を意味し、後述する一定の置換基によりさらに置換されたものも包
括して称すことができる。例えば、ベンジレンなどが挙げられる。
【００６６】
　「アルキニレン」は、１以上の炭素－炭素三重結合を含む２～２０個の炭素原子、好ま
しくは２～１０個、より好ましくは２～６個の線状または分岐状の二価炭化水素部位を意
味する。アルキニレン基は、炭素－炭素三重結合を含む炭素原子を通じて、または飽和さ
れた炭素原子を通じて結合され得る。アルキニレン基は、後述する一定の置換基によりさ
らに置換されたものも包括して称すことができる。例えば、エチニレンまたはプロピニレ
ンなどが挙げられる。
【００６７】
　以上で説明した置換基が「置換もしくは非置換」されたということは、これらの各置換
基自体だけでなく、一定の置換基によりさらに置換されたものも包括されることを意味す
る。本明細書で、他の特別な説明がない限り、各置換基にさらに置換可能な置換基の例と
しては、ハロゲン、アルキル、アルケニル、アルキニル、ハロアルキル、ハロアルケニル
、ハロアルキニル、アリール、ハロアリール、アラルキル、ハロアラルキル、アルコキシ
、ハロアルコキシ、カルボニルオキシ、ハロカルボニルオキシ、アリールオキシ、ハロア
リールオキシ、シリルまたはシロキシなどが挙げられる。
【００６８】
　上述した光配向性共重合体は、光配向性繰り返し単位、例えば、化学式１の繰り返し単
位と、化学式２の繰り返し単位にそれぞれ対応するアクリレート系モノマーまたはビニル
アルコール系モノマーなどを通常の条件により自由ラジカル重合することによって、各モ
ノマーのビニル基を連結して製造することができる。このような自由ラジカル重合反応の
条件および方法は当業者によく知られているため、これに関する追加的な説明は省略する
。
【００６９】
　一方、発明の他の実施形態によれば、上述した一実施形態の光配向性共重合体を含む光
学異方性フィルム形成用組成物が提供される。このような他の実施形態の組成物は、上述
した一実施形態の共重合体の作用によって、より向上した光配向性および光学的異方性を
示す光学異方性フィルムの提供を可能にする。
【００７０】
　また、前記他の実施形態の組成物は、前記光配向性共重合体以外にも、反応性メソゲン
をさらに含むことができる。このような反応性メソゲンは、液晶相挙動を示すメソゲン基
と、少なくとも一側末端に光重合、光架橋または光硬化が可能な不飽和作用基、例えば、
ビニル基、（メト）アクリル基またはエポキシ基などを有する化合物と定義され、このよ
うな定義を満たす任意の化合物を反応性メソゲンとして他の実施形態の組成物に含めるこ
とができる。
【００７１】
　他の実施形態の組成物を用いて光学異方性フィルムを形成する過程において、このよう
な組成物に線偏光されたＵＶが照射されると、上述した光配向性共重合体の光反応性作用
基が光反応および光配向を起こすことができ、以降、熱処理が行われると化学式２の繰り
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返し単位の影響により光学的異方性が大きく増強し得ることは既述したとおりである。と
ころで、他の実施形態の組成物に反応性メソゲンが含まれる場合、前記光配向性共重合体
が光配向されたり、熱処理により光学的異方性が増強する過程で、前記光配向性共重合体
の影響を受けて反応性メソゲンが漸進的に液晶配向され得る。
【００７２】
　その結果、別途の液晶層を形成することなく、前記光配向性共重合体を用いて液晶を配
向させるための別途の工程などを行うことなく、光配向を用いた液晶配向を行うことがで
きる。したがって、より単純化した工程で優れた液晶配向性および光学的異方性を示す光
学異方性フィルムなどの提供が可能になる。
【００７３】
　付加して、このような反応性メソゲンの液晶配向は、後述するバインダーから形成され
たバインダー樹脂の架橋構造により安定化することができる。これによって、他の実施形
態の組成物から、優れた液晶配向性および配向安定性を示す光学異方性フィルムなどの提
供も可能になる。
【００７４】
　上述した反応性メソゲンとしては、上述した光配向性共重合体との優れた相互作用およ
びより向上した液晶配向性などを考慮して、下記の化学式３または４の化合物やこれらの
混合物を用いることができる。その他にも、これらの化学式３または４の化合物に由来す
るメソゲン基を含む多様な反応性メソゲンを用いたり、その他以前から知られた多様な反
応性メソゲンを用いることもできる。また、前記反応性メソゲンは、ネマチック相、コレ
ステリック相または強誘電性相などの多様な液晶相挙動を示すことができる：
【００７５】
【化６】

【００７６】
　前記化学式３および４中、Ｌ１、Ｌ２は、それぞれ独立して、水素、ハロゲン、置換も
しくは非置換の炭素数１～２０のアルキル、置換もしくは非置換の炭素数１～８のアルキ
ルエステル、置換もしくは非置換の炭素数１～８のアルキルエーテル、および置換もしく
は非置換の炭素数１～８のアルキルケトンからなる群より選択され、Ｂ１、Ｂ２は、それ
ぞれ独立して、置換もしくは非置換の炭素数６～２０のアリーレン、または置換もしくは
非置換の炭素数４～８のシクロアルキレンであり、Ｒ１、Ｒ２は、それぞれ独立して、（
メト）アクリル基またはエポキシ基であり、Ｘ１は、フッ素置換もしくは非置換の炭素数
１～７のアルキル、フッ素置換もしくは非置換の炭素数１～７のアルコキシ、フッ素置換
もしくは非置換の炭素数２～７のアルケニル、フッ素置換もしくは非置換の炭素数２～７
のアルケニルオキシ、およびフッ素置換もしくは非置換の炭素数１～７のアルコキシアル
キルからなる群より選択され、Ｚ１、Ｚ２、Ｚ３、Ｚ４は、それぞれ独立して、単純結合
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、Ｏ－、－Ｓ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－または－ＯＣ（Ｏ）Ｏ－である。
【００７７】
　一方、他の実施形態の光学異方性フィルム形成用組成物は、上述した光配向性共重合体
および反応性メソゲンと共に光硬化可能なバインダーを含むことができる。このようなバ
インダーは、光硬化により網状架橋構造を有するバインダー樹脂を形成して、光配向性共
重合体および／または反応性メソゲンの配向性を安定化することができる。
【００７８】
　前記バインダーとしては、ＵＶなどの光照射により硬化可能な任意の重合性化合物、オ
リゴマーまたは重合体を特別な制限なく用いることができる。ただし、適切な重合、硬化
または架橋構造の側面で、（メタ）アクリレート系化合物、例えば、二官能以上のアクリ
レート基を有する多官能（メタ）アクリレート系化合物を用いることができる。
【００７９】
　このようなバインダーの具体的な例としては、ペンタエリトリトールトリアクリレート
（ｐｅｎｔａｅｒｙｔｈｒｉｔｏｌ　ｔｒｉａｃｒｙｌａｔｅ）、トリ（２－アクリロイ
ルオキシエチル）イソシアヌレート（ｔｒｉｓ（２－ａｃｒｙｌｏｌｙｌｏｘｙｅｔｈｙ
ｌ）ｉｓｏｃｙｎｕｒａｔｅ）、トリメチロールプロパントリアクリレート（ｔｒｉｍｅ
ｔｈｙｌｏｌｐｒｏｐａｎｅ　ｔｒｉａｃｒｙｌａｔｅ）またはジペンタエリトリトール
ヘキサアクリレート（ｄｉｐｅｎｔａｅｒｙｔｈｒｉｔｏｌ　ｈｅｘａａｃｒｙｌａｔｅ
）などが挙げられ、これらの中で選択された２種以上を共に用いることもできる。
【００８０】
　上述した他の実施形態の組成物は、上述した各構成成分以外にも光開始剤をさらに含む
ことができる。このような光開始剤は、バインダーの光硬化を開始および促進すると知ら
れた任意の開始剤になることができ、例えば、商品名Ｉｒｇａｃｕｒｅ９０７または８１
９などと知られた開始剤を用いることができる。
【００８１】
　また、前記他の実施形態の光学異方性フィルム形成用組成物は、上述した各成分を溶解
するために、有機溶媒をさらに含むことができる。このような有機溶媒の例としては、ト
ルエン（ｔｏｌｕｅｎｅ）、キシレン（ｘｙｌｅｎｅ）、アニソール（ａｎｉｓｏｌｅ）
、クロロベンゼン（ｃｈｌｏｒｏｂｅｎｚｅｎｅ）、ジクロロメタン（ｄｉｃｈｌｏｒｏ
ｍｅｔｈａｎｅ）、酢酸エチル（ｅｔｈｙｌ　ａｃｅｔａｔｅ）、ジクロロエタン（ｄｉ
ｃｈｌｏｒｏｅｔｈａｎｅ）、シクロヘキサノン（ｃｙｃｌｏｈｅｘａｎｏｎｅ）、シク
ロペンタノン（ｃｙｃｌｏｐｅｎｔａｎｏｎｅ）またはプロピレングリコールメチルエー
テルアセテート（ｐｒｏｐｙｌｅｎｅ　ｇｌｙｃｏｌ　ｍｅｔｈｙｌ　ｅｔｈｅｒ　ａｃ
ｅｔａｔｅ）などが挙げられ、これらの中で選択された２種以上の混合溶媒を用いること
もできる。その他にも、各成分の種類に応じてこれらを効果的に溶解して基材上に塗布可
能な任意の溶媒を用いることができる。
【００８２】
　上述した他の実施形態の組成物は、総固形分重量を基準に、光配向性共重合体の約１～
５０重量％、反応性メソゲンの約１０～９０重量％、光硬化可能なバインダーの約１～５
０重量％、および光開始剤約０．１～５重量％を含むことができる。この時、固形分の重
量とは、前記他の実施形態の組成物の構成成分の中で、有機溶媒を除いた残りの成分の重
量合計を意味し得る。
【００８３】
　また、前記他の実施形態の組成物内の固形分含量は、約１０～８０重量％になることが
できる。したがって、前記組成物が好ましい塗布特性を示すことができる。より具体的に
、前記組成物からフィルム形態でキャスティングしようとする場合、前記固形分含量は約
１５～８０重量％になることができ、薄膜で形成しようとする場合、前記固形分含量は約
１０～４０重量％になることができる。
【００８４】
　一方、発明のさらに他の実施形態によれば、上述した他の実施形態の組成物を用いた光
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学異方性フィルムの製造方法が提供される。このような方法は上述した他の実施形態の光
学異方性フィルム形成用組成物にＵＶ偏光、例えば、線偏光されたＵＶを照射して光配向
性共重合体に結合された光反応性作用基（例えば、化学式１などの光配向性繰り返し単位
の結合された光反応性作用基など）の少なくとも一部を光配向させる段階；および少なく
とも一部の光反応性作用基が光配向された組成物を熱処理して光学異方性を増加させる段
階を含むことができる。
【００８５】
　このような製造方法において、ＵＶ偏光の照射下に光配向段階を行うようになると、前
記光配向性共重合体の光反応性作用基の少なくとも一部が異性化（ｉｓｏｍｅｒｉｚａｔ
ｉｏｎ）または二量化（ｄｉｍｅｒｉｚａｔｉｏｎ）のような光反応を起こして一定の方
向に配列されながら光配向が行われ得る。以降、前記熱処理段階を行うようになると、上
述した化学式２の繰り返し単位の影響により光学的異方性が大きく増強し、その結果、以
前に知られたものより非常に優れた光配向性および光学的異方性を示す光学異方性フィル
ムが製造され得る。
【００８６】
　付加して、前記光配向性共重合体と共に反応性メソゲンを含む組成物を用いて光学異方
性フィルムを得る場合、前記少なくとも一部の光反応性作用基が光配向され、光学異方性
が増強した共重合体の影響により反応性メソゲンが前記共重合体の配向を採択して液晶配
向され得る。このような反応性メソゲンの液晶配向は、前記光配向段階および熱処理によ
る光学的異方性の増強段階にかけて漸進的に行われ得る。これによって、液晶層を別途に
形成せずに、単一層の形成だけでも、非常に容易且つ単純化した工程を通じて、優れた光
学異方性および液晶配向性を示す光学異方性フィルムの提供が可能になる。
【００８７】
　一方、前記光配向段階では、前記光学異方性フィルム形成用組成物に波長範囲が約１５
０～４５０ｎｍ領域のＵＶ偏光を照射することができる。ただし、光配向性共重合体の具
体的な構造や光反応性作用基の種類などに応じて、ＵＶ偏光の波長範囲を調節することが
できる。そして、ＵＶの照射強さは、光配向性共重合体やこれに結合された光反応性作用
基の具体的な種類などに応じて変わり得るが、約５０ｍＪ／ｃｍ２～１０Ｊ／ｃｍ２のエ
ネルギー、好ましくは約５００ｍＪ／ｃｍ２～５Ｊ／ｃｍ２のエネルギーになることがで
きる。
【００８８】
　前記ＵＶは、(1) 石英ガラス、ソダライムガラス、ソダライムフリーガラスなどの透明
基材表面に誘電異方性の物質がコーティングされた基材を用いた偏光装置、(2) 微細にア
ルミニウムまたは金属ワイヤーが蒸着された偏光板、または(3) 石英ガラスの反射による
ブルースター偏光装置などを通過または反射させる方法で偏光処理され、このように偏光
処理されたＵＶが組成物に照射され得る。ＵＶ偏光は基材面に垂直に照射されることもで
きるが、特定の入射角で傾斜照射されることもできる。
【００８９】
　また、前記ＵＶ照射時の基材温度は常温に近辺の温度になることができるが、場合によ
っては約１００℃以下の温度範囲内で加熱された状態でＵＶが調査されることもできる。
【００９０】
　一方、前記光配向段階後に進行される熱処理を通じた光学異方性の増加段階は、例えば
、約１００～３００℃で、約１～３０分間行うことができる。このような熱処理工程を通
じて、光配向された共重合体の光学異方性を効果的に増加させ、より優れた光学的異方性
を示すフィルムなどの提供が可能になる。
【００９１】
　一方、前記光配向段階のＵＶ偏光照射下、前記光学異方性フィルム形成用組成物に含ま
れているバインダーおよび／または反応性メソゲンの光硬化が共に行われることもできる
。この場合、単一の光配向段階および熱処理段階の進行で、硬化した形態の光学異方性フ
ィルムが製造され得る。ただし、より効果的な光硬化のために、前記熱処理段階後、前記
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組成物にＵＶを照射して光硬化可能なバインダーおよび／または反応性メソゲンを光硬化
させる段階をさらに行うこともできる。
【００９２】
　このような光硬化が行われると、網状架橋構造を有するバインダー樹脂、例えば、多官
能（メタ）アクリレート系化合物が光硬化（架橋）された形態である（メタ）アクリレー
ト系架橋重合体が形成され、反応性メソゲンの硬化可能な不飽和基の少なくとも一部が光
硬化された硬化物が形成され得る。これによって、前記バインダー樹脂の架橋構造などに
より、光配向性共重合体および／または反応性メソゲンの配向性が安定化することができ
る。
【００９３】
　一方、上述した製造方法において、前記光学異方性フィルム形成用組成物は、基材上に
塗布され、乾燥された後、前記ＵＶ偏光による光配向が行われ得る。この時、前記塗布方
法は、光配向性共重合体、反応性メソゲンまたは基材の種類に応じて適切に決定され得る
。例えば、前記塗布方法は、ロールコーティング法、スピンコーティング法、印刷法、イ
ンクジェット噴射法またはスリットノズル法などになることができる。
【００９４】
　追加的に、基材に対する接着性をより向上させるために、官能性シラン含有化合物、官
能性フルオロ含有化合物または官能性チタン含有化合物を予め基材に塗布することもでき
る。
【００９５】
　そして、有機溶媒の除去のための乾燥段階では、塗膜を加熱したり、真空蒸発法などに
より乾燥を行って溶媒を除去することができる。このような乾燥段階は約５０～２５０℃
で約１～２０分間行うことができる。
【００９６】
　一方、発明のさらに他の実施形態によれば、基材上に形成された上述した光学異方性フ
ィルム形成用組成物の硬化物を含む光学異方性フィルムが提供される。このような光学異
方性フィルムは、同種の光配向性共重合体および／または反応性メソゲンなどの液晶性物
質を含む別途の層、例えば、別途の液晶層などを含まずに、前記硬化物の単一層だけを含
むことができる。
【００９７】
　このような光学異方性フィルムは、例えば、発明の他の実施形態の製造方法により得ら
れるものであって、上述した光配向性共重合体と、選択的に、反応性メソゲン、光硬化可
能なバインダーおよび光開始剤などを含む組成物を塗布し、光配向段階、熱処理段階およ
び選択的に光硬化段階を行って得られる。これによって、上述した単一層形態の光学異方
性フィルムが提供され得るが、このようなフィルムは非常に単純化した工程を通じて得ら
れながらも、優れた光学異方性などを示すことができる。
【００９８】
　このような光学異方性フィルムにおいて、前記硬化物は、少なくとも一部の光反応性作
用基が光配向された光配向性重合体を含むことができ、選択的に前記光配向された光反応
性作用基により液晶配向された反応性メソゲンの硬化物および／または（メタ）アクリレ
ート系架橋重合体を含むバインダー樹脂をさらに含むことができる。
【００９９】
　この時、前記反応性メソゲンが液晶配向された程度は、直交交差した偏光の間の輝度で
確認することができる。例えば、直交された偏光板の間に４５°に前記光学異方性フィル
ムを置いた時、光漏れが小さく、輝度が約２０ｃｄ／ｃｍ２以下、あるいは約１０ｃｄ／
ｃｍ２以下に得られる場合、液晶配向の程度が良好であると見ることができる。
【０１００】
　上述した光学異方性フィルムは、液晶表示素子のような光学照射などに適用可能な液晶
配向フィルム、光学フィルター、位相差フィルム、偏光子または偏光発光体などの機能を
有することができる。
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【０１０１】
　以下、本発明の理解のために好適な実施例を提示する。しかし、下記の実施例は、本発
明をより容易に理解するために提供させるものに過ぎず、これによって本発明の内容が限
定されるのではない。
【０１０２】
　［製造例１］：ｍｅｔｈｙｌ　４－（（６－（ａｃｒｙｌｏｙｌｏｘｙ）ｈｅｘｙｌ）
ｏｘｙ）ｂｅｎｚｏａｔｅの製造（化学式２の繰り返し単位を得るためのアクリレート系
モノマー化合物の製造）
【０１０３】
【化７】

【０１０４】
　Ｍｅｔｈｙｌ　４－ｈｙｄｒｏｘｙｂｅｎｚｏａｔｅ　６．０８ｇ（４０ｍｍｏｌ）を
２－ｂｕｔａｎｏｎｅ　５０ｍｌに溶かした後、Ｋ２ＣＯ３　８．２９ｇ（６０ｍｍｏｌ
）を添加した後、６－ｃｈｌｏｒｏ－１－ｈｅｘａｎｏｌ　５．４４ｇ（４０ｍｍｏｌ）
を徐々に滴下（ｄｒｏｐｗｉｓｅ）した。強く攪拌しながら温度を８５℃に上げて１８時
間還流（ｒｅｆｌｕｘ）して反応を行った。
【０１０５】
　反応終了後、ジクロロメタン（ｄｉｃｈｌｏｒｏｍｅｔｈａｎｅ）と水（ｗａｔｅｒ）
で抽出し、有機層を分離してＭｇＳＯ４で水層を取った後、ロータリーエバポレーター（
ｒｏｔａｒｙ　ｅｖａｐｏｒａｔｏｒ）で溶媒を除去し、シリカカラム（ｓｉｌｉｃａ　
ｃｏｌｕｍｎ）で精製して収率７６％でｍｅｔｈｙｌ　４－（（６－ｈｙｄｒｏｘｙｈｅ
ｘｙｌ）ｏｘｙ）ｂｅｎｚｏａｔｅを得た。ｍｅｔｈｙｌ　４－（（６－ｈｙｄｒｏｘｙ
ｈｅｘｙｌ）ｏｘｙ）ｂｅｎｚｏａｔｅ（１ｅｑ）をジメチルアセトアミド（ｄｉｍｅｔ
ｈｙｌ　ａｃｅｔａｍｉｄｅ）に溶かした後、０℃で塩化アクリロイル（ａｃｒｙｌｏｙ
ｌ　ｃｈｌｏｒｉｄｅ）（２．５ｅｑ）を徐々に滴下しながら添加した後、温度を室温に
上げて２時間攪拌した。反応終了後、ＮａＣｌ水溶液とジエチルエテール（ｄｉｅｔｈｙ
ｌ　ｅｔｈｅｒ）で抽出（ｅｘｔｒａｃｔｉｏｎ）した後、シリコンカラムで精製して７
３％の収率にｍｅｔｈｙｌ　４－（（６－（ａｃｒｙｌｏｙｌｏｘｙ）ｈｅｘｙｌ）ｏｘ
ｙ）ｂｅｎｚｏａｔｅを得た。このような表題化合物のＮＭＲデータは次のとおりである
。
　ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３（５００ＭＨｚ），ｐｐｍ）：１．４３－１．７７（８Ｈ，ｍ）３
．８９（３Ｈ，ｓ）３．９２（２Ｈ，ｍ）４．０６（２Ｈ，ｍ）５．８３（１Ｈ，ｄｄ）
６．１２（１Ｈ，ｄｄ）６．４１（１Ｈ，ｄｄ）７．０７（２Ｈ，ｄ）７．９４（２Ｈ，
ｄ）
【０１０６】
　［製造例２］：ｐｒｏｐｙｌ　４－（（６－（ａｃｒｙｌｏｙｌｏｘｙ）ｈｅｘｙｌ）
ｏｘｙ）ｂｅｎｚｏａｔｅの製造（化学式２の繰り返し単位を得るためのアクリレート系
モノマー化合物の製造）
【０１０７】
【化８】
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　製造例１でＭｅｔｈｙｌ　４－ｈｙｄｒｏｘｙｂｅｎｚｏａｔｅの代わりにｐｒｏｐｙ
ｌ　４－ｈｙｄｒｏｘｙｂｅｎｚｏａｔｅを用いたことを除いては、同様な方法および条
件で反応を行って、表題のｐｒｏｐｙｌ　４－（（６－（ａｃｒｙｌｏｙｌｏｘｙ）ｈｅ
ｘｙｌ）ｏｘｙ）ｂｅｎｚｏａｔｅを製造した。このような表題化合物のＮＭＲデータは
次のとおりである。
　ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３（５００ＭＨｚ），ｐｐｍ）：１．４３－１．８９（１０Ｈ，ｍ）
３．９０（３Ｈ，ｓ）３．９７（２Ｈ，ｍ）４．０８（２Ｈ，ｍ）５．８７（１Ｈ，ｄｄ
）６．１７（１Ｈ，ｄｄ）６．４６（１Ｈ，ｄｄ）７．１０（２Ｈ，ｄ）７．８８（２Ｈ
，ｄ）
【０１０９】
　［製造例３］：ｍｅｔｈｙｌ　４－（（６－（ａｃｒｙｌｏｙｌｏｘｙ）ｐｒｏｐｙｌ
）ｏｘｙ）ｂｅｎｚｏａｔｅの製造（化学式２の繰り返し単位を得るためのアクリレート
系モノマー化合物の製造）
【０１１０】
【化９】

【０１１１】
　製造例１で６－ｃｈｌｏｒｏ－１－ｈｅｘａｎｏｌの代わりに６－ｃｈｌｏｒｏ－１－
ｐｒｏｐａｎｏｌを用いたことを除いては、同様な方法および条件で反応を行って、表題
のｐｒｏｐｙｌ　４－（（６－（ａｃｒｙｌｏｙｌｏｘｙ）ｈｅｘｙｌ）ｏｘｙ）ｂｅｎ
ｚｏａｔｅを製造した。このような表題化合物のＮＭＲデータは次のとおりである。
　ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３（５００ＭＨｚ），ｐｐｍ）：１．５４（２Ｈ，ｍ）３．８９（３
Ｈ，ｓ）３．９２（２Ｈ，ｍ）４．０６（２Ｈ，ｍ）５．８１（１Ｈ，ｄｄ）６．１４（
１Ｈ，ｄｄ）６．４１（１Ｈ，ｄｄ）７．０７（２Ｈ，ｄ）７．９５（２Ｈ，ｄ）
【０１１２】
　［製造例４］：４－３－（ａｃｒｙｌｏｙｌｏｘｙ）ｐｒｏｐｏｘｙ）ｐｈｅｎｙｌ　
（Ｅ）－３－（４－ｍｅｔｈｏｘｙｐｈｅｎｙｌ）ａｃｒｙｌａｔｅの製造（光配向性繰
り返し単位を得るためのモノマー化合物の製造）
【０１１３】
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【化１０】

【０１１４】
　まず、ヒドロキノン（Ｈｙｄｒｏｑｕｉｎｏｎｅ）と４－メチルけい皮酸（４－ｍｅｔ
ｈｙｌ　ｃｉｎｎａｍｉｃ　ａｃｉｄ）のカップリング（ｃｏｕｐｌｉｎｇ）反応を通じ
て得た４－ｈｙｄｒｏｘｙｐｈｅｎｙｌ　（Ｅ）－３－（４－ｍｅｔｈｏｘｙｐｈｅｎｙ
ｌ）ａｃｒｙｌａｔｅ化合物４Ａを出発物質として用いた。ＰＰＴＳを触媒として用い、
２Ｈ－ｐｙｒａｎと３－ｃｈｌｏｒｏｐｒｏｐａｎｏｌを塩化メチレン（ｍｅｔｈｙｌｅ
ｎｅ　ｃｈｌｏｒｉｄｅ）溶媒下で反応を進行させてＴＨＰで保護された２－（３－ｃｈ
ｌｏｒｏｐｒｏｐｏｘｙ）ｔｅｔｒａｈｙｄｒｏ－２Ｈ－ｐｙｒａｎ（４Ｂ化合物）を得
ることができた。このように得られた２－（３－ｃｈｌｏｒｏｐｒｏｐｏｘｙ）ｔｅｔｒ
ａｈｙｄｒｏ－２Ｈ－ｐｙｒａｎ（４Ｂ）と出発物質である４－ｈｙｄｒｏｘｙｐｈｅｎ
ｙｌ　（Ｅ）－３－（４－ｍｅｔｈｏｘｙｐｈｅｎｙｌ）ａｃｒｙｌａｔｅ（４Ａ）を、
ＫＯＨを塩基として用いてメチルエチルケトン（ｍｅｔｈｙｌ　ｅｔｈｙｌ　ｋｅｔｏｎ
ｅ）溶媒下で抽出しながら反応を行った。約２４時間後、反応がそれ以上進行させないこ
とを確認し、仕上げ（ｗｏｒｋ－ｕｐ）を行った。酢酸エチルと水を入れて抽出後、上層
部の酢酸エチル層を別に受けた後、塩水（Ｂｒｉｎｅ）でもう一度洗浄した。ＭｇＳＯ４

で残っている水を除去しフィルターした後、減圧下に溶媒を除去した。溶媒除去後、ＥＡ
：Ｈｅｘ＝１：４の混合溶液を展開溶媒として用いてカラムクロマトグラフィーを行った
後、所望の中間体である４－（３－（（ｔｅｔｒａｈｙｄｒｏ－２Ｈ－ｐｙｒａｎ－２－
ｙｌ）ｏｘｙ）ｐｒｏｐｏｘｙ）ｐｈｅｎｙｌ　（Ｅ）－３－（４－ｍｅｔｈｏｘｙｐｈ
ｅｎｙｌ）ａｃｒｙｌａｔｅ化合物４Ｃを５５％の収率にきれいに得ることができた。
その後、ＰＰＴＳを用いてＴＨＦ：ｅｔｈａｎｏｌ＝１：５の混合溶媒下、２時間抽出し
た後、酢酸エチル：Ｈｅｘａｎｅｓ＝１：４の混合溶液を展開溶媒として用い、カラムク
ロマトグラフィーを行った後、ＴＨＰが離れた中間体４－（３－ｈｙｄｒｏｘｙｐｒｏｐ
ｏｘｙ）ｐｈｅｎｙｌ　（Ｅ）－３－（４－ｍｅｔｈｏｘｙｐｈｅｎｙｌ）ａｃｒｙｌａ
ｔｅ化合物４Ｄを１００％の収率にきれいに得ることができた。化合物４Ｄ（１ｅｑ）を
ジメチルアセトアミドに溶かした後、０℃で塩化アクリロイル（２．５ｅｑ）を徐々に滴
下しながら添加した後、温度を室温に上げて２時間攪拌した。反応終了後、ＮａＣｌ水溶
液とジエチルエテールで抽出した後、シリコンカラムで精製して７９％の収率に表題の４
－（３－（ａｃｒｙｌｏｙｌｏｘｙ）ｐｒｏｐｏｘｙ）ｐｈｅｎｙｌ　（Ｅ）－３－（４
－ｍｅｔｈｏｘｙｐｈｅｎｙｌ）ａｃｒｙｌａｔｅ化合物４Ｅを得た。このような表題化
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【０１１５】
　［製造例５］：４－（３－（ａｃｒｙｌｏｙｌｏｘｙ）ｐｒｏｐｏｘｙ）ｐｈｅｎｙｌ
　（Ｅ）－３－（４－ｅｔｈｏｘｙｐｈｅｎｙｌ）ａｃｒｙｌａｔｅの製造（光配向性繰
り返し単位を得るためのモノマー化合物の製造）
【０１１６】
【化１１】

【０１１７】
　製造例４で４－ｈｙｄｒｏｘｙｐｈｅｎｙｌ　（Ｅ）－３－（４－ｍｅｔｈｏｘｙｐｈ
ｅｎｙｌ）ａｃｒｙｌａｔｅ化合物４Ａの代わりに、４－ｈｙｄｒｏｘｙｐｈｅｎｙｌ　
（Ｅ）－３－（４－ｅｔｈｏｘｙｐｈｅｎｙｌ）ａｃｒｙｌａｔｅ化合物を用いたことを
除いては、同様な方法および条件で反応を行って、４－（３－（ａｃｒｙｌｏｙｌｏｘｙ
）ｐｒｏｐｏｘｙ）ｐｈｅｎｙｌ　（Ｅ）－３－４－ｅｔｈｏｘｙｐｈｅｎｙｌ）ａｃｒ
ｙｌａｔｅを製造した。
【０１１８】
　［製造例６］：４－（３－（ａｃｒｙｌｏｙｌｏｘｙ）ｐｒｏｐｏｘｙ）ｐｈｅｎｙｌ
（Ｅ）－３－（４－ｃｈｌｏｒｏｐｈｅｎｙｌ）ａｃｒｙｌａｔｅの製造（光配向性繰り
返し単位を得るためのモノマー化合物の製造）
【０１１９】
【化１２】

【０１２０】
　製造例４で４－ｈｙｄｒｏｘｙｐｈｅｎｙｌ　（Ｅ）－３－（４－ｍｅｔｈｏｘｙｐｈ
ｅｎｙｌ）ａｃｒｙｌａｔｅ化合物４Ａの代わりに、４－ｈｙｄｒｏｘｙｐｈｅｎｙｌ　
（Ｅ）－３－（４－ｃｈｌｏｒｏｐｈｅｎｙｌ）ａｃｒｙｌａｔｅ化合物を用いたことを
除いては、同様な方法および条件で反応を行って、４－（３－（ａｃｒｙｌｏｙｌｏｘｙ
）ｐｒｏｐｏｘｙ）ｐｈｅｎｙｌ　（Ｅ）－３－（４－ｃｈｌｏｒｏｐｈｅｎｙｌ）ａｃ
ｒｙｌａｔｅを製造した。
【０１２１】
　［製造例７］：４－（３－（ａｃｒｙｌｏｙｌｏｘｙ）ｐｒｏｐｏｘｙ）ｐｈｅｎｙｌ
（Ｅ）－３－（４－ｃｙａｎｏｐｈｅｎｙｌ）ａｃｒｙｌａｔｅの製造（光配向性繰り返
し単位を得るためのモノマー化合物の製造）
【０１２２】
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【化１３】

【０１２３】
　製造例４で４－ｈｙｄｒｏｘｙｐｈｅｎｙｌ　（Ｅ）－３－（４－ｍｅｔｈｏｘｙｐｈ
ｅｎｙｌ）ａｃｒｙｌａｔｅ化合物４Ａの代わりに、４－ｈｙｄｒｏｘｙｐｈｅｎｙｌ（
Ｅ）－３－（４－ｃｙａｎｏｐｈｅｎｙｌ）ａｃｒｙｌａｔｅ化合物を用いたことを除い
ては、同様な方法および条件で反応を行って、４－（３－（ａｃｒｙｌｏｙｌｏｘｙ）ｐ
ｒｏｐｏｘｙ）ｐｈｅｎｙｌ　（Ｅ）－３－（４－ｃｙａｎｏｐｈｅｎｙｌ）ａｃｒｙｌ
ａｔｅを製造した。
【０１２４】
　［実施例１］：光配向性共重合体の製造
　製造例１の化合物：製造例４の化合物＝５：５の重量比率で用いて酢酸エチルに溶かし
た後、ラジカル開始剤（ＡＩＢＮ）をモノマーに対して１：２５０の重量比率で添加して
６０℃で１８時間反応を行った。最終の高分子化合物を７８％の収率で製造した。質量平
均分子量（Ｍｗ）は３５，０００であり、ＰＤＩ値は３．７８であった。
【０１２５】
　［実施例２］：光配向性共重合体の製造
　製造例１の化合物：製造例５の化合物＝５：５の重量比率で用いて酢酸エチルに溶かし
た後、ラジカル開始剤（ＡＩＢＮ）をモノマーに対して１：２５０の重量比率で添加して
６０℃で１８時間反応を行った。最終の高分子化合物を７５％の収率で製造した。質量平
均分子量（Ｍｗ）は４２，０００であり、ＰＤＩ値は３．８９であった。
【０１２６】
　［実施例３］：光配向性共重合体の製造
　製造例１の化合物：製造例６の化合物＝５：５の重量比率で用いて酢酸エチルに溶かし
た後、ラジカル開始剤（ＡＩＢＮ）をモノマーに対して１：２５０の重量比率で添加して
６０℃で１８時間反応を行った。最終の高分子化合物を８３％の収率で製造した。質量平
均分子量（Ｍｗ）は５４，５００であり、ＰＤＩ値は４．３１であった。
【０１２７】
　［実施例４］：光配向性共重合体の製造
　製造例１の化合物：製造例７の化合物＝５：５の重量比率で用いて酢酸エチルに溶かし
た後、ラジカル開始剤（ＡＩＢＮ）をモノマーに対して１：２５０の重量比率で添加して
６０℃で１８時間反応を行った。最終の高分子化合物を８３％の収率で製造した。質量平
均分子量（Ｍｗ）は４６，１００であり、ＰＤＩ値は４．１２であった。
【０１２８】
　［実施例５］：光配向性共重合体の製造
　製造例２の化合物：製造例４の化合物＝５：５の重量比率で用いて酢酸エチルに溶かし
た後、ラジカル開始剤（ＡＩＢＮ）をモノマーに対して１：２５０の重量比率で添加して
６０℃で１８時間反応を行った。最終の高分子化合物を８１％の収率で製造した。質量平
均分子量（Ｍｗ）は５７，６００であり、ＰＤＩ値は３．４７であった。
【０１２９】
　［実施例６］：光配向性共重合体の製造
　製造例２の化合物：製造例５の化合物＝３：７の重量比率で用いて酢酸エチルに溶かし
た後、ラジカル開始剤（ＡＩＢＮ）をモノマーに対して１：２５０の比率で添加して６０
℃で１８時間反応を行った。最終の高分子化合物を８０％の収率で製造した。質量平均分
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子量（Ｍｗ）は６１，８００であり、ＰＤＩ値は３．７８であった。
【０１３０】
　［実施例７］：光配向性共重合体の製造
　製造例３の化合物：製造例４の化合物＝３：７の重量比率で用いて酢酸エチルに溶かし
た後、ラジカル開始剤（ＡＩＢＮ）をモノマーに対して１：５００の重量比率で添加して
６０℃で１８時間反応を行った。最終の高分子化合物を８６％の収率で製造した。質量平
均分子量（Ｍｗ）は３１，９００であり、ＰＤＩ値は３．４７であった。
【０１３１】
　［実施例８］：光配向性共重合体の製造
　製造例３の化合物：製造例５の化合物＝３：７の重量比率で用いて酢酸エチルに溶かし
た後、ラジカル開始剤（ＡＩＢＮ）をモノマーに対して１：２５０の重量比率で添加して
６０℃で１８時間反応を行った。最終の高分子化合物を８６％の収率で製造した。質量平
均分子量（Ｍｗ）は４１，３００であり、ＰＤＩ値は３．８６であった。
【０１３２】
　［比較例１］：光配向性重合体の製造
　製造例４の化合物だけをモノマーとして用い、酢酸エチルに溶かした後、ラジカル開始
剤（ＡＩＢＮ）をモノマーに対して１：５００の重量比率で添加して６０℃で１８時間反
応を行った。最終の高分子化合物を７９％の収率で製造した。質量平均分子量（Ｍｗ）は
４５，６００であり、ＰＤＩ値は４．０６であった。
【０１３３】
　［比較例２］：光配向性重合体の製造
　製造例５の化合物だけをモノマーとして用い、酢酸エチルに溶かした後、ラジカル開始
剤（ＡＩＢＮ）をモノマーに対して１：２５０の重量比率で添加して６０℃で１８時間反
応を行った。最終の高分子化合物を８３％の収率で製造した。質量平均分子量（Ｍｗ）は
４５，６００であり、ＰＤＩ値は４．４１であった。
【０１３４】
　［試験例］：配向膜および液晶フィルムなどの製造および特性評価
　ガラス基板上に実施例および比較例の光配向性（共）重合体（溶液に対して２～３ｗｔ
％）を溶かしたトルエン溶液を落とし、バーコーティング（ｂａｒ　ｃｏａｔｉｎｇ）を
行った。８０℃で２分間１次乾燥した後、２８０～３１５ｎｍの波長と、一定の偏光方向
を有するＵＶ偏光を照射して光配向を行った。以降、１５０～２００℃で１０～３０分間
２次乾燥した後、光学異方性を測定した。追加的に、前記製造された光配向膜の上に２０
～２５ｗｔ％の反応性液晶（反応性メソゲン）を落とし、バーコーティングを行った。６
０℃で２分間乾燥した後、非偏光ＵＶを照射して最終の液晶フィルムを製造した。
【０１３５】
　一方、前記で言及した光配向後、異方性を測定するために次のような実験を行った。
　まず、それぞれ製作された光配向膜の吸光度をＵＶ吸光度（ＵＶ　ａｂｓｏｒｂａｎｃ
ｅ）を通じて測定した。この時、基準波長は３００ｎｍを用い、 ＵＶ－ｖｉｓスペクト
ロメータ（ＵＶ－ｖｉｓ　ｓｐｅｃｔｒｏｍｅｔｅｒ）を用いてそれぞれの吸光度を測定
した。このような吸光度の測定結果から、照射したＵＶ偏光方向と垂直な方向の吸光度Ａ
１と一致する方向の吸光度Ａ２を導き出し、下記式１から異方性値（ｄｉｃｒｏｉｃ　ｒ
ａｔｉｏ＝ＤＲ）を求めて下記表１に共に示した。
　［式１］
　異方性（ＤＲ）＝（Ａ１－Ａ２）／（Ａ１＋Ａ２）
　上記式中、Ａ１は、照射したＵＶ偏光方向と垂直な方向の吸光度を表し、Ａ２は、照射
したＵＶ偏光方向と一致する方向の吸光度を表す。
【０１３６】
　そして、前記条件で光配向した後に反応性液晶を塗布して、全体配向膜の面積に対する
未配向部分（肉眼判別）の面積比率を算出し、これに基づいて５点を基準に配向性を評価
して下記表１に共に示した。
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【０１３７】
【表１】

【０１３８】
　前記表１を参照すれば、、０．１６以上の異方性（ＤＲ）を満たすＥｎｔｒｙ２～１８
は、実施例の光配向性共重合体を用いた実験結果であり、２次乾燥後に異方性が増加する
ことが確認された。これと比較して、２次乾燥を実施しないＥｎｔｒｙ１では異方性の増
加が相対的に小さく示されることが確認された。これは化学式２の繰り返し単位が熱処理
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過程で光配向性繰り返し単位の光反応性作用基と相互作用して光学異方性を大きく増加さ
せるためであると見られる。
【０１３９】
　一方、前記実施例と比較して、比較例１および２の光配向性重合体を用いた場合、光学
異方性の値が０．９以下の値を示して相対的に小さかった。
【０１４０】
　また、前記表１によれば、実施例の光配向性共重合体を用いた場合、比較例に比べて優
れた液晶配向性を示すことが確認された。

【図１】
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